
平成 29 年度	
 土木学会中部支部	
 研究発表会	
 前日シンポジウム	
 

中部地方沿岸域における防災・環境研究の最前線	
 

～気候変動影響を考慮して～	
 
 

主催：公益社団法人 土木学会海岸工学委員会 

協賛：公益社団法人 土木学会中部支部 

後援：東海圏減災研究コンソーシアム、名古屋大学減災連携研究センター 

 

日	
 時：2018年 3月 1日(木)	
 15:00～18:00 
場	
 所：名古屋大学減災館 1階減災ホール 
対象者：一般（参加費：無料） 

 

東海地方の沿岸域はこれまでに伊勢湾台風による高潮災害等を経験してきており、今後も地球

規模の気候変動に伴った台風の強大化による厳しい高潮の発生とそれによる災害や南海トラフ巨

大地震と津波による災害が懸念されています。北陸地方でも、富山湾における 2008年の高波（寄

り回り波）災害のように高波等による災害リスクがあります。一方、東海・北陸地方の沿岸域に

は豊かな自然環境があり、それを利用した漁業、観光産業なども活発に行われています。安全で

豊かで利用しやすい持続可能な沿岸域を構築していくには、防災・減災や環境、利用を総合的に

考える必要があります。 

(公社)土木学会海岸工学委員会では、海岸工学に係る研究者の地域交流を促進し、取り組むべき

新たな研究課題の発掘を目標にして地域研究活性化小委員会を 2016年 6月に立ち上げました。そ

の中で東海地方および北陸地方のそれぞれの研究者による東海ワーキンググループ「東海におけ

る防災・環境研究 WG」と北陸ワーキンググループ「北陸沿岸域研究 WG」が形成され、交流と

議論を行っております。 

中部地方の様々な分野の研究者が集まる土木学会中部支部研究発表会の前日に本シンポジウム

を開催し、上記の二つのワーキンググループに属する研究者から、それぞれが実施している中部

地方の沿岸域における防災・環境等に係る研究について話題提供し、中部地方において気候変動

影響なども考慮しながら今後取り組むべき新たな研究課題の発掘や多岐の分野にまたがる研究協

力について議論します。 

  



プログラム	
   

15:00～15:05 趣旨説明 富田孝史（名古屋大学・教授） 

15:05～15:45 特別講演 

伊勢湾の港湾における防災・環境行政の話題 

 

国土交通省中部地方整備局港

湾空港部長	
 田中知足 

15:45～16:25 東海WG  

15:45～15:55 擬似温暖化ダウンスケーリングによる台

風や豪雨の将来予測 

吉野	
 純（岐阜大学・准教授） 

15:55～16:05 三河湾における干潟の地形変化の現地調

査と今後の展開 

田畑貴大（豊橋技術科学大学・

博士前期課程 1年） 

16:05～16:15 Beach Erosion at Shichiri-Mihama Ida Beach: 

Field Surveys, Hydraulic Model 

Experiments, and Numerical Simulation 

Shinwoong Kim（名古屋大学・

博士後期課程 3年） 

16:15～16:25 文献調査からみる内湾の元素循環シミュ

レーション手法 

吉田奈央子（名古屋工業大学・

准教授） 

 多数アンサンブルデータ（d4PDF）を活用

した甚大な自然外力の来襲頻度評価 

北野利一（名古屋工業大学・教

授） 

16:25～16:35 休憩  

16:35～17:05 北陸WG  

16:35～16:45 大規模アンサンブル気候予測データを用

いた爆弾低気圧の将来変化 

二宮順一（金沢大学・助教） 

16:45～16:55 高頻度現地測量に基づく三里浜海岸の汀

線変化と河口変動の解析 

上野卓也（金沢大学・博士後期

課程 2年） 

16:55～17:05 石川県千里浜海岸における沿岸砂州によ

る波・流れの変化特性 

楳田真也（金沢大学・准教授） 

17:05～17:55 質疑応答・ディスカッション  

17:55～18:00 閉会挨拶 富田孝史（名古屋大学・教授） 

 


